
放送番組審議会議事録 

 

燕三条エフエム放送株式会社 

 

１、開催年月日  平成 27年  5月 27日(水) 

 

２、開催場所   燕三条エフエム放送株式会社 

 

３、委員の出席 

 

 ・委員総数  ・・・・ 8名 

 

 ・出席委員数 ・・・・ 4名 

 

 ・出席委員の氏名・・時田 康弘委員長、瀬戸 明委員、遠藤 愛子委員、 

田邉とも子委員、 

 

 ・欠席委員の氏名・・久住とも子委員、五十嵐嘉一委員、吉田 文彦委員、市島清貴委員 

 

 ・放送事業者側出席者・・阿部 傅取締役、本間取締役、阿部局長、馬場本部長、 

 

４、「県央のおもしろびと」ゲスト時田委員長～試聴～ 

 

５、委員長挨拶  時田委員長 

 

 今年度一回目の番組審議会です。今回「県央のおもしろびと」にゲスト出演させて頂き

ましたが、初めてのスタジオ生出演し、いい勉強をさせてもらいました。生放送で、心配

していましたが、アナウンサーの方の進行が上手くあっという間の 30分間でした。 

 今回私が出演していますが、忌憚のないご意見宜しくお願い致します。 

 

６、事業者側経過報告 阿部取締役 

 

 平成 26年 4月 2日移転して 1年が経過して、やっと今の環境に慣れて来ました。そこで、

今回 4 月から始めた新番組「県央のおもしろびと」に時田委員長から出演して頂き、あり

がとうございました。内容もとても面白く、素晴らしかったです。 



 現在午前９時から 11時までの「燕三条系さとちん電波」と 11時から 14時までの「ひと

ちん電波びより」という番組を。公開生放送していますが、毎日 20名以上のかたが見学に

訪れる様になりました。また、「さとちん電波」は毎週金曜日三条市の施設にて公開生中継

放送を行っていますが、これも 50名以上の見学者で賑わっております。 

 審議委員の皆様本日も、宜しくお願い致します。 

７、議題内容 

（１）「県央のおもしろびと」について 

（２）次回の番組審議委員会の日程について 

 

８、議事内容 

 

時田委員長：それでは、（１）「県央のおもしろびと」の審議を始めたいと思います事業者

の説明お願いします。 

馬場本部長：今年の 4 月から始めました、「ひとちん電波びより」という番組の中で、「県

央のおもしろびと」というコーナーを新設し、県央で活躍していられる、会

社、団体のトップの方をゲストにお招きし、日頃聞くことの出来ないプライ

ベートの話等もお聞きして、その方のイメージとは異なることもお話してい

ただく番組です。三条市長・燕市長・田野会頭・斎藤会頭等に御出演頂きま

したが、今回は JR燕三条駅のトップである時田駅長からお話をしていただき

ました。それでは皆様ご審議お願い致します。  

時田委員長：色々ご活躍していられる方が、多くおられる中で、私に白羽の矢をたてられ、

悩みましたが、折角の機会なので、出演させてもらいました。番組のパーソ

ナリティの方は、ミキサーの操作や時間をみながらのトークなので、機転が

きかないと大変だと感じました。 

阿部取締役：内容の濃い番組にしたいので、放送時間も考え昼休みにさせてもらいました。

県域放送局では、ミキサーもタイムキーパーも付いているのですが、CFM放

送局では殆ど、ワンマンで行っています。  

時田委員長：県央地域には、職人のかたが多くおられ、「県央マイスター」として登録され

ている方々がいられます。今度燕三条駅のイベントでパネル展を行いますが、

例えば玉川堂の方からお話をしてもらったら如何でしょうか。  

田邊 委員：三条商工会議所便りの中で、「県央の職人列伝」というコーナーがあるのです

が、その担当者から話を聞いたら、職人の方の話の内容はとても素晴らしい

のですが、殆どの方の口は重くとても苦労すると言っていました。生放送で

は難しいかもしれませんね。  

瀬戸 委員：玉川堂の方は、お話が上手いので、大丈夫だと思いますので、リストに入れ

て、御出演して頂いたいですね。  



阿部 局長：今回時田委員長様からは、話の原稿を送って頂き、かなりお手数をかけて頂

きありがたかったです。  

遠藤 委員：委員長のお話はとてもスムーズで原稿があるように感じませんでした。日頃

聞くことの出来ないお話を聞けるのは、楽しいので、「県央のおもしろびと」

聞いて行こうと思いました。  

田邊 委員：原稿をおこすのは、話をするより何倍も時間がかかりますから、大変だった

と思います。とても素晴らしい人選ですから、一回で終わるのはもったいな

いので、2週続けての放送で、リスナーからお便りをもらったら如何でしょう

か。  

本間取締役：スケジュールが多くあられる方ばかりなので、2週続けて押さえるのは、難し

いと思います。所で、JRの職員の方は所謂「鉄ちゃん」が多いのですか。  

時田委員長：三条市長・燕市長も多分「鉄ちゃん」だと思います。「鉄ちゃん」種類が多く

あり、乗り鉄・撮り鉄等細分化しているのですが。一般よりは、多いと思い

ます。 

遠藤 委員：我が家の孫は、新幹線マックスの八両編成が 16両になっているのを見ると興

奮しています。 

瀬戸 委員：隠れマニアも多くいると、思うので、違う番組でマニアの方が集まって話を

する等も考えたら良いと思います。  

馬場本部長：今日は、貴重なご意見ありがとうございました。本日のご意見を反映させて

今後更に良い番組にしていきますので宜しくお願い致します。  

時田委員長：続いて（２）次回の番組審議会の日程を決めたいと思います。 

馬場本部長：7月 29日（水）午後１時 30分からは如何でしょうか。 

時田委員長：異議はないようなので 7 月 29 日（水）午後１時 30 分から行います。本日も

慎重審議ありがとうございました。 

 

９、審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその措置年月日 

 

 特になし 

 

10、審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表内容方法及び年月日 

 書類のエントレンスホールへの備置き 

 webサイト上に記載 

 

11、その他、参考となる事項 

 

 特になし 


